第２編第２章　　上場会社の発生事実
開示事項及び開示・記載上の注意
開示資料には、所定の開示事項（太字）を掲記し、開示・記載上の注意（細字）を参照のうえ、投資者が会社情報を適切に理解・判断できるよう記載してください。また、所定の開示事項に限らず、投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項も記載してください。

[bookmark: _GoBack]ａ．上場廃止の原因となる事実の概要及びその経緯
ｂ．今後の見通し
・　今後の方針等がある場合は、その内容を記載する。
ｃ．その他投資者が会社情報を適切に理解・判断するために必要な事項


○（参考）最近３年間の財政状態及び経営成績
・　最近３年間の純資産、総資産、１株当たり純資産、売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益、１株当たり当期純利益、１株当たり配当金を記載する。
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